
背景・現状・課題の詳細
左記課題の解決のために

令和７年度に実施する具体的な取組
左記具体的な取組のうち、令和6年度にお

ける取組の評価・分析を踏まえた取組
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アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

土曜塾の対象である「学
習習慣の定着」の図られ
ていない児童の参加率が
低い。

　チラシのレイアウトを変えることや別途
体験教室を設け、気軽に参加できる工
夫をしている。

学校専用の連絡アプリを活用
し、対象児童にはくまなく周知で
きた。

　参加人数が増えることに
より、学校以外での自主学
習の定着をする児童が増
え、学力向上につながる。

事業の参加人数 132 人 201 135

実績値を下回る結果となったが、参加者の中には継続的に
土曜塾に通うことで計算能力が上がり自信をつけることが
できた児童も見られ、学習習慣の定着について現状の指標
で測ることが必ずしも妥当ではないと感じた。また、実際の
運営については各実行委員会に委託しているため、今後、
事務局としては参加者数の確保よりもスタッフの確保など活
気づくりに注力し、児童にとってよりよい学習環境を整える
よう努めたい。

令和７年度わらび学校土曜塾実施目標
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